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社 社社 菅 社社 社

〈流
外
末
私
〉

浪

速

沖

社

（大
阪
市
浪
速
区
浪
速
西
）

当
社
の
恒
例
祭
儀
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が

大
祭
及
び
特
殊
沖
事
等
は
左
の
通
り
で
す
。

例
奈
（献
花
奈
）
　

四
月

一

ス
季
大
祭
　
　
　
　
七
月

一

秋
季
大
祭
　
　
　
　
十
月

一

鎮
魂
祭

恙
烏
祭

二
月
節
分
当

日

十

二

月

二

日

人
不

儀

大
祓
式

ス
越
師
走

六

月

二

十

十
二
月
二
十

一
行

宮

（
御

旅

所

）

豊
磐
間
戸

・
奇
磐
間
戸
紳
社

（大
阪
市
十
央
区
石
町
）

ご
歯
緒
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
社
の
創
祀
は
沖
功
皇
ん
が
こ
の
地
に
坐
摩

神
を
本
祀
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
こ
の
地
は
坐
摩
沖
社
行
ウ
と
称
し
、
本
殿
に
は
門
戸
・
玄
関
・
窓
を
キ
リ

給
う
豊
磐
間
戸
紳
。
奇
磐
間
戸
神
の
二
沖
が
本
斎
さ
れ
、
拝
殿
に
は
神
功
皇
ん

が
ご
休
息
さ
れ
た
鎮
座
石
が
今
も
残
り
ま
す
。
石
町
と
い
う
地
る
は
こ
の
鎮
座

石
に
由
来
し
ま
す
。

平
安
期
に
は
熊
野
詰
が
盛
ん
に
な
り
、
一ふ
都
か
ら
景
津

ｏ
わ
泉
を
経
て
熊

野
木
官
に
至
る
熊
野
古
道
沿
い
に
熊
野
工
子
社
が
数
多
く
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
は
淀
川
を
船
で
下
り
、
最
力
に
参
詰
す
る
第

一
二
子
と
も
呼
ば
れ
る
渡
辺

工
子
社

（別
る
差
津
工
子
社
）
の
も
と
の
鎮
座
地
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

由
緒
あ
る

十

一

十

一

十

一

日 日 日

しヽ か す り じ ん じ ゃ

曰 曰

上摩 神 社
(通称  ざまじん じゃ)

〒541-0056大 阪市中央区久太郎町4丁 目渡辺3号
(旧東区渡辺町)

地下鉄本町駅15番出口より徒歩3分

TEL.(06)6251-4792
FAX.(06)6251-4425
URL.http:〃 www ikasuri.or.jp

御祈祷のご案内

安産・旅行安全・厄除。事業繁栄等各種祈願

結婚式、随時受け付けております。

上
摩
神
社
御
由
緒
略
記



機

御
　
ム
不
　
神

い
く

ゐ

の

か

み

生
井
紳

あ

す

は

の

か

み

阿
須
波
紳

当
社
の
創
祀
に
は
諸
説
が
あ
り
ま
す
が
、
沖
功
皇
ん
が
新

羅
よ
り
御
帰
還
の
折
、
淀
川
市
岸
の
大
江
の
芹
・口
簑
島
、
の
ち

の
渡
辺
の
地
（現
在
の
夭
満
橋
の
西
方
、
石
町
附
近
）
に
本
祀
さ

れ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
の
「延
喜
式
」

に
は
撮
津
國
西
咸
郡
の
堆
一の
大
社
と
記
さ
れ
、
産
土
沖
と
し

て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
朱
雀
天
皇
の
御
代
、
天
慶
ニ

年
（九
二
九
）
以
来
祈
雨
十
一社
十
に
列
し
、
以
後
た
び
た
び

所
雨
〔雨
乞
じ
０

」祈
請
。本
幣
に
預
か
り
ま
し
た
。

夭
二
十
年
含
五
八
二
）
豊
巨
秀
吉
の
大
坂
条
城
に
当
た
り

春
地
を
命
ぜ
ら
れ
、党
永
年
間
現
在
地
に
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。

兄
在
の
鎮
座
地
る
を
渡
辺
と
称
す
る
の
も
、
え
の
地
名
が
彩

さ
れ
た
も
の
で
、
全
国
の
渡
辺
・渡
部
等
の
姓
の
発
洋
の
地
で

も
あ
り
ま
す
。
旧
社
地
と
伝
え
ら
れ
る
石
町
に
は
兄
在
も
当

社
の
行
留
（御
旅
所
）
が
鎮
座
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
元
年

貧
入
六
入
）
の
明
治
天
皇
大
阪
行
幸
の
際
に
は

当
社
に
御
親
拝
な
さ
れ
、
相
撲
を
天
覧
さ
れ
ま
し
た
。

昭
わ
十
一年
貧
九
二
六
）
宦
幣
ヤ
社
に
列
せ
ら
れ
た
際
に
御

造
菅
さ
れ
た
壮
麗
な
御
社
殿
は
、
残
金
な
が
ら
戦
災
に
よ
り

焼
夫
し
ま
し
た
。
え
在
の
御
社
殿
は
昭
わ
二
十
四
年
貧
九
二

九
）
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
戦
前
の
姿
の
ま
ま
に
復
興
さ

れ
た
も
の
で
す
。

五
柱
の
御
祭
沖
を
総
称
し
て
坐
摩
沖
と
申
し

ま

す

。
坐
摩
神
は
き
語
拾
遺
等
に
よ
れ
ば

、

沖
式

天
皇
が
即
杜
さ
れ
た
時
、
御
沖
勅
に
よ

リ
ウ
十

に
奉
斎
さ
れ
た

の
が
起
源
と
さ
れ
、

坐
摩
の
語
源
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
土
地
又

は
居
柱
地
を
キ
リ
給
う
意
味
の
居
所
知
が
転

じ
た
名
称
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

綱了稲 :発:
籍i

イ圭P

緒

御

紳
紋

の
色

鷺

は
当

社

古

来

の

も

の
で

あ
り
、
そ
の
由
来
は
紳
功

皇
ん
が
坐
摩
神
の
御
教
に
よ
り
、

自

鷺

の
多

く

集

ま

る
場

所

に
坐

摩
沖
を
本
斎
な
き
っ
た
と
い
う
御

由
緒
に
よ
り
ま
す
。

御
祭
沖
の
御
沖
徳
は
往
古
よ
り
な
域
を
キ
る
沖
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
居
住
地
を
寺
り
絡
う
住
居
寺
護
の
沖
、
ま
た
行

路
の
安
全
を
寺
り
給
う
旅
行
安
全
の
紳
、
安
産
寺
護
の
神
等

と
し
て
広
く
信
枠
を
集
め
て
お
り
、
御
奈
沖
の
名
義
か
ら
流

水
、
丼
泉
の
紳
で
あ
り
竃
沖
と
し
て
も
篤
く
本
斎
さ
れ
て
い

ま
す
。

安
産
の
紳
と
し
て
は
、
沖
功
皇
ん
が
え
沖
天
皇
の
御
安
産

を
当
社
に
御
新
願
に
な
り
、
近
く
は
明
治
天
皇
が
お
生
ま
れ

に
な
る
と
き
特
に
ウ
ヤ
よ
り
御
祈
願
が
あ
り
、
当
社
の
秋
季

大
祭
当
日
［旧
暦
］
に
皇
子
が
御
俸
誕
さ
れ
ま
し
た
。

旅
行
安
全
の
沖
と
し
て
も
、
高
葉
集
に
防
人
が
旅
立
ち
に

際
し
て
坐
摩
沖
に
行
路
の
安
全
を
祈
願
し
た
歌
が
詠
ま
れ

て
い
ま
す
。

に
は
な
か
の
阿
須
波
の
か
み
に
こ
し
ば
さ
し

あ
れ
は
い
は
は
む
か
へ
り
く
ま
で
に

（萬
葉
集
　
四
二
五
〇
）
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